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依頼施設 

レントゲン、ＣＴ等の
検査機器 

 

 

 

 

 

 
支援施設 

ＣＴ，ＭＲ等の検査機器 

①読影レポート 

患者 

②患者紹介予約依頼 

②患者紹介予約受付 

③画像撮影の依頼 

③撮影画像 

④返書 ④返書 

地域連携シス  
テムソフトウェア 

ＤＩＣＯＭ 

画像サーバ 

コミュニケーション 
ポータルサイト 

データセンター 
①読影依頼 

 

 

 

 

 

 

医療機関 

地域で共通化された
治療計画 

クリティカルパス 
 

 

 

 

 

 

医療機関 

地域で共通化された
治療計画 

クリティカルパス 

クリティカルパス 

⑤登録／連係 ⑤共有／追記 

①画像読影機能  自院で撮影した放射線画像等や患者の症例について専門医に相談をする。 
  
②患者紹介機能 電子的に診療情報提供書を送信する。 
                
③画像撮影依頼機能  高度医療機器(MDCT,MRI,PET等)を保有していない施設が他の保有施設に撮影依頼する。 
 
④医療情報連携機能 処置内容、紹介患者の経過報告等の医療情報（動画・音声情報も添付可能）を施設の間でやりとりする。 
 
⑤地域連携パス共有機能 センターに登録した治療計画を医療機関間で共有し、急性期・回復期・維持期への情報伝達する。 

      これまでのK-MIXの基本的機能につい
て 





公開情報について 

［凡例］★：必須、☆：準必須、△：努力目標 

5 

病名

患
者
基
本
属
性
情
報

ア
レ
ル
ギ
ー

病
名
情
報

医
師
記
載
（
２
号
用
紙
）

退
院
サ
マ
リ

看
護
記
録

看
護
サ
マ
リ

経
過
表
（
温
度
板
）

手
術
レ
ポ
ー
ト

文
書
情
報

処
方
オ
ー
ダ

注
射
オ
ー
ダ

検
体
検
査
オ
ー
ダ

放
射
線
検
査
オ
ー
ダ

入
院
オ
ー
ダ

外
出
泊
オ
ー
ダ

転
科
・
転
棟
オ
ー
ダ
（
転
室
・
転
床
含
む
）

退
院
オ
ー
ダ

食
事
オ
ー
ダ

担
当
医
情
報

検
体
検
査
結
果

細
菌
検
査
結
果

病
理
検
査
レ
ポ
ー
ト

放
射
線
画
像

放
射
線
レ
ポ
ー
ト

エ
コ
ー
画
像

エ
コ
ー
検
査
レ
ポ
ー
ト

内
視
鏡
画
像

内
視
鏡
検
査
レ
ポ
ー
ト

生
理
検
査
結
果
（
心
電
図
、
脳
波
な
ど
）

生
理
検
査
レ
ポ
ー
ト

★ ★ ★ ☆ ★ ★ ★ ★ ☆ △ △ △ △ △ △

検査結果基本 カルテ情報 オーダ情報

必須項目（★）については、すべての情報提供病院にて共通的に公開します。 
その他の項目については、情報提供病院の方針によります。 



スクロールして、対象の検査項目を選択し 

2.カルテ参照画面 



時系列グラフでの参照が可能です 

2.カルテ参照画面 



画像情報をクリックすると 

2.カルテ参照画面 



簡単に画像を並べることができます 

2.カルテ参照画面 





中核病院に紹介した直後から治療経過をすぐに確認できる。 
中核病院で受けた診療情報を正確に把握できます。 
紹介状のやり取りではわかりづらい患者さんの背景情報も把握できるので、受入準備がしやすくなります。  
中核病院で撮影された画像と自院で撮影した画像を比較しながら診療を行うことができます。 
中核病院での治療内容を見せながら、ご家族にも患者さんの状態や今後の治療方針を説明できます。 
専門医と患者情報を共有することで、より良い体制での患者対応を行うことができます。 

中核病院で行われた診療内容をかかりつけの病院等が正確に把握できるので安心して治療を受けられます。 
かかりつけの病院等で重複する検査や、同じ説明を何度も行わなくてもよくなります。 
かかりつけの病院等でアレルギー情報、既往歴を共有してもらうことで、安全な医療が受けられます。 
かかりつけの病院等で重複する処方が回避できます。 
専門医のいる中核病院と、かかりつけ医の連携が緊密になることで、疾病が重症化するリスクが減ります。 
診療行為の重複や病状の重症化が回避できれば、医療費の負担が低減します。 

医療情報ネットワーク参加のメリット① 

11 ※上記は、他地域の医療情報ネットワーク参加施設の方々のご意見にもとづいております。 

患者さん 

参照医療機関（かかりつけの病院、診療所 等） 



医療情報ネットワーク参加のメリット② 
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退院時に速やかにかかりつけの病院等に患者紹介することで、在院日数短縮、手術件数ＵＰ、病床回転率向上 
  が図れます。 
医師にとってはカルテ公開により、逆紹介時に診療情報提供書の作成負担が軽減します。 
転院時に、治療内容を紹介先の先生にも見てもらえることを説明すると患者さんに安心してもらえます。 
診療録を開示する前提でカルテを記載することになるため、医療の質・カルテの質向上が期待できます。 
かかりつけの病院等との連携が活性化することにより、紹介率が向上します。 
病病連携の活性化により、医療機関ごとの機能分化が可能になり、医療資源の効率化が実現します。 
紹介患者統計を分析することができます。 

情報提供病院（中核病院） 

※上記は、他地域の医療情報ネットワーク参加施設の方々のご意見にもとづいております。 



5. 処方情報の電子化・医薬連携システム 
平成24年度追加機能（スマートフォン対応） 
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■ モバイルおくすり手帳アプリの画面イメージ 

携帯版おくすりカレンダーに比
べ、 

見やすさ、操作性を向上 

有事の際に備え、直近の服
薬情報の端末内への保管機
能を追加 



地域医療情報ハブ「ｅヘルスケアバンク」 
を中心に県全体を対象に様々な情報集約／提供サービスを展開する。 

かがわ遠隔医療ネットワーク 
参加医療機関 

通院 

健康診断結果の送信 

病歴、健康情報の参照／登録 

健診事業者 

健康サービス 
事業者 

地域医療情報ハブ 
「ｅヘルスケアバンク」 
 
 

地域健康データ管理システ
ム 

地域医療情報総合 
ポータルサイト 

システム統合ＩＤ管理機能 

 
ＥＨＲ／ＰＨＲ 
データベース 

県民 
 

調剤薬局 

患者の同意のもと情報参照 
電子処方箋 

Ｗｅｂ保健指導 企業健保 
 

各種サービスの提供 

徳島文理大 
香川薬学部 

http://www2.gachon.jp/dl/modules/xoopsgallery/view_photo.php?xoops_imageid=2922&set_albumName=album07&id=keikan_0015
http://www2.gachon.jp/dl/modules/xoopsgallery/view_photo.php?xoops_imageid=2515&set_albumName=album04&id=kenkou_0115
http://www2.gachon.jp/dl/modules/xoopsgallery/view_photo.php?xoops_imageid=2325&set_albumName=album04&id=kenkou_0020
http://www2.gachon.jp/dl/modules/xoopsgallery/view_photo.php?xoops_imageid=2978&set_albumName=album07&id=keikan_0043
http://www2.gachon.jp/dl/modules/xoopsgallery/view_photo.php?xoops_imageid=2515&set_albumName=album04&id=kenkou_0115
http://www2.gachon.jp/dl/modules/xoopsgallery/view_photo.php?xoops_imageid=2569&set_albumName=album04&id=kenkou_0142
http://www2.gachon.jp/dl/modules/xoopsgallery/view_photo.php?xoops_imageid=2932&set_albumName=album07&id=keikan_0020
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